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活動場所

実施日程： 活動の様子の写真 成果物の写真

＜目的＞

＜成果＞

活動内容の追加コメント

2021年4月1日

屋外での販売

秋祭りでの販売

対象者にとってのメリット

幅広い世代の方とのふれあうことにより共生の意識を持つとともに、販売促進による賃金向

上が見込まれる

実施した結果

得られた成果

課題点

たくさんの高齢者に喜んでいただけた

パンの売り上げ増と販売意欲の促進

コロナ禍により、高齢者施設への入館制限があり販売休止

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

高齢者自身が、食べたいもの欲しいものを選んで購入するこでの日常生活の自立と活力

利用者数など 各施設　２０～３０名

高齢者のみなさんの方がリフレッシュして楽しんでお買い物ができるようなパンの販売

高齢者施設（とちの木荘・いこいの森西原・豊幸の郷石井などの8施設）

実施した生産活動・施設外就労の概要

焼きたて屋コパンで製造したパンを、定期的に訪問販売を行い、高齢者にパンの提供

各施設　１～２回　/　月

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A型事業所コパン

住　所 宇都宮市鶴田町３３５９

0910101153

斎藤美保子

２０２０年度電話番号 ０２８－６３３－７４５５

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 特別養護老人ホームいこいの森西原 担当者名 高桑　様

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

いこいの森西原　高桑様からのご報告

パンの販売日には、利用者のみなさんは朝から元気で販売時間が楽しみなようです。午後3時の販売が待ち遠しくて昼食が済むと、着替えをされたり買い物袋を用意する方も

いらっしゃいます。施設の玄関口で販売を行うため、ちょっとした外出気分で楽しんでいただけました。

コロナ感染対策で外出も減ってしまい、施設への来訪者の制限もあるようで、ご高齢者のみなさんの元気の力になれ、販売する側も有意義でした。

パン屋の閉店に伴い、業務変更によりパン販売は終了したが、カフェコパンに高齢者施設の利用者さんをご招待したり、イベントに参加させていだき交流機会を作る。

また、コロナ感染防止策を徹底しながら訪問先を増やしていきたいと思う。

様式１




